
　
公
立
中
学
校
に
勤
務
し
て
５
年
目
を
迎
え
た
こ
ろ
、

福
島
哲
也
先
生
は
一
斉
授
業
に
限
界
を
感
じ
始
め
て
い
た
。

　「
ど
ん
な
に
丁
寧
な
指
導
を
心
が
け
て
も
、
す
べ
て

の
生
徒
の
意
欲
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
生
徒
全
員
に
授
業

内
容
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
成

績
下
位
層
の
生
徒
た
ち
に
力
を
注
ぐ
と
、
理
解
度
は
担

大阪府・私立追手門学院大手前中・高校
◎教育理念は「独立自彊・社会有為」。社会に
貢献する人材育成を目指し、グローバルサイ
エンス教育、探究学習、英語教育・国際理解
教育の充実に力を注ぐ。チアダンス部やロボッ
トサイエンス部が国際大会に出場するなど、
部活動も盛ん。
◎設立　1950（昭和25）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約180人
◎2020年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、筑波大、富山大、和歌山大、大阪
教育大、兵庫県立大などに13人が合格。私立
大は、慶應義塾大、同志社大、立命館大、追手
門学院大、大阪医科大、関西大、近畿大、関西
学院大、兵庫医科大などに延べ326人が合格。
◎ URL

大阪府・私立追
おう

手
て

門
もん

学院大手前中・高校
福島哲也　ふくしま・てつや　

教職歴 17年。同校に赴任して 3年目。
主幹教諭。数学科。
公立中学校教諭を経て、同校に着任。
２０２０年度から高校の数学科を担当。https://www.otemon-js.ed.jp

12:00 本時のめあての確認 授業
ハイライト

「
分
か
る
」た
め
の
方
法
を

生
徒
自
身
が
選
ぶ
主
体
的
な
学
び
を
通
じ
て
、

社
会
に
生
き
る
力
を
育
む

福島先生が、「本時のめあては、発展問題の大問４と５の
解法を自分の言葉で説明できるようになることです。そ
のために、自分に必要な行動を選択してください」と、
生徒に伝えた。問題は前日までに各生徒のタブレット端
末に配信されており、事前に問題を確認できる。紙で解
くことを希望する生徒には、プリントが配布された。

●
１
年
生
「
数
学
Ⅰ
」
の
「
図
形
と
計
量
」
の
全
19
時
間

の
う
ち
の
15
時
間
目
。
提
示
さ
れ
た
５
つ
の
大
問
に
、「
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
う
」「
教
師
に
質
問
す
る
」
な
ど
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
取
り
組
む
の
か
を
生
徒
自
身
に
決
め
さ
せ

る
の
が
特
徴
。（
P. 

41
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

数学

実践

ク
ラ
ス
全
員
の
理
解
を
目
指
し
、

「
学
び
合
い
」を
授
業
に
取
り
入
れ
る

福
島
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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保
で
き
た
と
し
て
も
、
成
績
上
位
層
の
『
も
っ
と
上
を

目
指
し
た
い
』
と
い
っ
た
意
欲
に
は
応
え
ら
れ
ず
に
い

た
の
で
す
。
よ
い
指
導
法
は
な
い
か
と
何
冊
も
書
籍
を

読
む
中
で
出
合
っ
た
の
が
、『
学
び
合
い
』
で
し
た
」

  

そ
れ
は
、
教
師
が
提
示
し
た
問
題
の
解
法
を
、
生
徒

が
自
分
で
調
べ
、
考
え
、
生
徒
同
士
で
教
え
合
う
こ
と

で
解
法
を
見
い
だ
し
て
い
く
学
び
方
だ
っ
た
。教
師
は
、

生
徒
に
求
め
ら
れ
た
際
に
は
解
説
を
す
る
が
、
一
斉
授

業
と
は
異
な
り
、
生
徒
全
員
が
教
師
の
説
明
に
耳
を
傾

け
る
必
要
は
な
い
。

　「
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
生
徒
に
よ
っ
て
異
な
る
は
ず

で
す
。
教
師
よ
り
も
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
教
え
て
も
ら
っ

た
方
が
理
解
が
深
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
他
者
に

頼
ら
ず
自
力
で
問
題
を
解
い
た
方
が
よ
い
場
合
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
私
は
、
問
題
を
解
く
た
め
に
何
を

す
べ
き
か
を
、
生
徒
が
自
分
で
考
え
て
選
択
で
き
る
授

業
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
福
島
先
生
が
「
学
び
合
い
」
の
実
践
で
最
も
大
切
に

し
て
い
る
の
は
、
数
学
の
力
を
伸
ば
す
こ
と
に
加
え
、

授
業
を
通
じ
て
１
人
も
見
捨
て
な
い
集
団
づ
く
り
を
す

る
こ
と
だ
。そ
れ
を
実
現
す
る
手
立
て
の
１
つ
と
し
て
、

授
業
で
は
、
個
人
の
到
達
度
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
ス
全

員
が
本
時
の
め
あ
て
を
達
成
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
生
徒
は
問
題
が
解
け
た
ら
、
行
き
詰

ま
っ
て
い
る
生
徒
に
解
法
を
教
え
る
。
教
え
て
も
ら
っ

た
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
教
え
た
生
徒
も
他
者
に
教
え
る

こ
と
で
学
び
が
よ
り
深
ま
る
。

　「『
学
び
合
い
』
を
通
じ
て
、
生
徒
全
員
が
満
足
す
る

授
業
が
成
り
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
他
者
と
対
話
し
、
協
働
す
る
中
で
、
知
識
・
技
能

だ
け
で
な
く
、
主
体
性
や
協
働
性
、
判
断
力
、
表
現
力

な
ど
の
資
質
・
能
力
も
育
ま
れ
ま
す
」

　
授
業
中
、
生
徒
は
「
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
」「
教

師
や
解
答
で
き
た
生
徒
に
質
問
す
る
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
る
」
な
ど
、
問
題
を
解
く
た
め
に

必
要
な
行
動
を
自
ら
選
択
し
、実
行
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、

福
島
先
生
は
、
生
徒
に
学
び
方
を
委
ね
る
だ
け
で
は
な

く
、
折
に
触
れ
て
生
徒
に
「
学
び
合
い
」
を
す
る
理
由

や
学
び
方
を
学
ぶ
重
要
性
を
説
明
し
て
い
る
。

　「
問
題
が
解
け
た
だ
け
で
は
、『
分
か
っ
た
』
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
解
法
を
自
分
の
言
葉
で
他
者
に
説
明
で
き

て
初
め
て
『
分
か
っ
た
』
と
言
え
る
と
、
生
徒
に
繰
り

返
し
伝
え
て
い
ま
す
。
解
法
を
見
つ
け
出
す
方
法
を
生

徒
自
身
に
選
択
さ
せ
て
い
る
の
は
、
学
び
方
を
学
ん
で

ほ
し
い
か
ら
で
す
。『
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
今
の

自
分
に
は
何
が
必
要
な
の
か
を
自
身
で
考
え
て
選
択
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
の
練
習
を
授
業
で
し
て

い
る
の
だ
』
と
、
生
徒
に
説
明
し
て
い
ま
す
」

　
福
島
先
生
は
、
よ
り
本
質
的
な
問
い
を
発
す
る
こ
と

で
、
生
徒
の
思
考
を
深
め
る
こ
と
も
心
が
け
て
い
る
。

本
時
で
は
、「
三
角
形
の
面
積
を
求
め
る
と
、
辺
の
長

さ
を
導
き
出
せ
る
こ
と
」
に
対
す
る
理
解
が
不
十
分
な

12:15 12:05「学び合い」が始まる 個別に問題に取り組む

大問2以降は、多くの生徒がグループで相談し合ったり、解答
を終えた生徒に解き方を教えてもらったりしていた。福島先
生は机間指導を行い、生徒からの質問に適宜答えた。本質を
突いた質問をされると、「こんな質問がありました。みんなは
説明できるかな？」と、質問内容を全体に共有。解答を終え
た生徒への発問につなげた。

生徒は、既習事項の復習となる大問 1にまずは個人で取り組
んだ。本時の問題は難易度が高く、苦戦する生徒が多いと予
想していた福島先生は、問題と併せて解答の手がかりを示し
ておいた。本時の学習事項となる大問 2や 3に入ると、解
答の糸口を見つけられない生徒が出てきて、先生が示した手
がかりを参考に考えたり、教科書を開いたりしていた。

生
徒
の
学
び
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、

よ
り
本
質
的
な
問
い
を
発
す
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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生
徒
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
問
題
自
体
は
、「
辺
の
長

さ
は
、
面
積
を
求
め
れ
ば
導
き
出
さ
れ
る
」
と
い
う
こ

と
を
暗
記
し
て
お
け
ば
解
く
こ
と
は
で
き
る
。し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
、
必
ず
し
も
本
質
を
理
解
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、
福
島
先
生
は
授
業
の
最
後
の

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、「
な
ぜ
、
三
角
形
の
面
積
を
求

め
た
ら
辺
の
長
さ
が
分
か
る
の
か
」
と
生
徒
に
問
い
か

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
入
力
さ

せ
て
、
提
出
を
求
め
た
。

　
ま
た
、
生
徒
の
思
考
の
深
ま
り
は
、
プ
リ
ン
ト
に
載

せ
た
大
問
に
つ
い
て
解
説
さ
せ
る
レ
ポ
ー
ト
課
題
へ
の

取
り
組
み
か
ら
も
確
認
し
て
い
る
。

　「
学
び
合
い
」
で
重
要
に
な
る
の
は
、
ク
ラ
ス
全
員

が
学
び
に
向
か
う
集
団
づ
く
り
だ
。

　「
生
徒
に
は
、
分
か
ら
な
い
時
に
『
教
え
て
』
と
頼

ん
で
『
人
の
力
を
借
り
る
力
』
と
、
分
か
ら
な
い
人
を

放
っ
て
お
か
ず
に
声
を
か
け
て
『
人
に
力
を
貸
す
力
』

の
両
方
が
大
切
だ
と
常
々
話
し
て
い
ま
す
」

　
授
業
で
は
、
普
段
の
人
間
関
係
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、

「
ク
ラ
ス
全
員
が
本
時
の
め
あ
て
を
達
成
す
る
」
と
い

う
目
標
を
第
一
に
考
え
て
協
力
し
合
お
う
と
、
福
島
先

生
は
伝
え
て
い
る
。
他
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
「
分

か
る
」
体
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
、
次
第
に
性
別
や

普
段
の
人
間
関
係
な
ど
を
超
え
て
、
学
び
合
う
集
団
に

な
っ
て
い
く
と
い
う
。

　「
社
会
に
出
た
ら
、
自
分
の
好
き
嫌
い
に
関
係
な
く
、

多
様
な
他
者
と
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
私
自
身

の
体
験
な
ど
を
交
え
て
伝
え
て
い
ま
す
。
授
業
を
通
じ

て
社
会
で
生
き
る
た
め
に
必
要
な
力
を
身
に
つ
け
て
い

る
こ
と
を
、
生
徒
に
実
感
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

　
福
島
先
生
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
で
、
生
徒
の
知
識
・

技
能
を
高
め
る
上
で
も
、
学
び
に
向
か
う
力
を
育
む
上

で
も
、「
学
び
合
い
」
は
有
効
だ
と
い
う
手
応
え
を
得

て
い
る
。
ま
た
、「
学
び
合
い
」
で
は
、
教
師
は
生
徒

の
主
体
的
な
活
動
を
客
観
的
に
見
取
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
学
習
集
団
と
し
て
の
ク
ラ
ス
の
状
況
や
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
理
解
度
を
把
握
し
や
す
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
へ
の
声
か
け
や
授
業
の
ペ
ー

ス
配
分
を
、
生
徒
の
発
達
段
階
や
理
解
度
に
応
じ
て
適

切
に
行
う
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。
高
校
で
の
指
導
経
験

が
浅
い
福
島
先
生
は
、
高
校
生
へ
の
指
導
に
必
要
な
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
語
る
。

　「
生
徒
に
委
ね
る
活
動
や
生
徒
へ
の
発
問
の
内
容
に

は
、ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
の
改
善

を
通
じ
て
、生
徒
に
第
１
志
望
を
実
現
で
き
る
学
力
と
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
資
質
・
能
力
の
両

方
を
、着
実
に
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」

12:45

生徒が本時のリフレクションを書いている間、福島先生は生
徒の理解度を測るために、「なぜ、sin を使って三角形の高さ
を出せるのかな」「なぜ、三角形の面積を求めたら辺の長さが
分かるのかな」と発問を行った。生徒はタブレット端末にそ
れらの問いの解答を書き込んだ。福島先生は後日、生徒の解
答状況を参考に、次時の課題設定や展開を検討した。

12:30

福島先生は、大問2を解答できない生徒が多い状況を見て、「大
問2を解説します」と全体に声をかけ、それに反応して集まっ
た生徒十数人に解法を解説した。ほかの生徒は、グループで
話し合ったり、個人で考えたりと、自身で選択した方法で引
き続き問題に取り組んでいた。福島先生は、「解法の解説が聞
きたくなった人は、いつでも声をかけてください」と伝えた。

リフレクション 福島先生の解説

生
徒
の
発
達
段
階
や
理
解
度
に
応
じ
た

適
切
な
働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い

成
果
と
課
題

「
人
の
力
を
借
り
る
力
」と

「
人
に
力
を
貸
す
力
」の
大
切
さ
を
伝
え
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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【教科・科目】数学・数学Ⅰ　【分野・単元】図形と計量　【テーマ・作品】三角形の面積　【設定時数】全19 時間の中の15時間目
【単元目標】いろいろな図形の計量ができる。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

•三角比の導入。
•三角比は何を
表すかを理解
する。
•三角比の値を
求められる。

•新しい考え方を理解することができる
力。
•自分の理解を言語化できる力。
•理解したことを使い、値を求める力。
【知識、技能、思考力、表現力、主体性、
多様性、協働性】

①基礎・基本となる知識の
習得（習得方法は各自で
選択）。
②本時の課題に対して自分
の考えを持つ。
③本時の課題についてのつ
まずきを明らかにし、解
決のために必要な行動を
自分で選択する。
④本時のリフレクションを
行う。

【主体的な学び】これから学ぶ新し
い単元について、生徒が見通しを
持って取り組めるよう、授業のス
ケジュールを示し、情報を与える。
【対話的な学び】自らの理解につい
て、他者と対話することで確認す
る。

２
〜
４

•三角比の相互
関係を理解す
る。

•新しい考え方を理解することができる
力。
•自分の理解を言語化できる力。
•自らの問題を明らかにし、その問題を
解決するために必要な行動を自ら選択
し実行できる力。

【知識、技能、思考力、表現力、主体性、
多様性、協働性】

【主体的な学び】基礎・基本となる
知識・技能が定着しているかを確
認するために、知識の習得を確認
する問題の解答をギャラリートー
クで行う。
【対話的な学び】自らの理解につい
て、他者と対話することで確認す
る。

•確認テスト
•課題レポー
ト

12
〜
13

•正弦定理と余
弦定理を使っ
て解を求めら
れる。

•新しい考え方を理解することができる
力。
•自分の理解を言語化できる力。
•与えられた条件から値を求める力。
【知識、技能、思考力、判断力、表現力、
主体性、多様性、協働性】

①基礎・基本となる知識の
習得（習得方法は各自で
選択）。
②本時の課題に対して自分
の考えを持つ。
③本時の課題についてのつ
まずきを明らかにし、解
決のために必要な行動を
自分で選択する。
④本時のリフレクションを
行う。

【主体的な学び】確認テストの振り
返りとして、行動面を検証する。
【対話的な学び】自らの理解につい
て、他者と対話することで確認す
る。
【深い学び】パフォーマンス課題に
チームで取り組む。

•パフォーマ
ンス課題を
ルーブリッ
クで評価

14
〜
16

•三角形の面積
を求められる。

•新しい考え方を理解することができる
力。
•自分の理解を言語化できる力。
•与えられた条件を図に表すことができ
る力。
•与えられた条件から値を求める力。
【知識、技能、思考力、表現力、主体性、
多様性、協働性】

【対話的な学び】自らの理解につい
て、他者と対話することで確認す
る。

17
〜
19

•空間図形への
応用ができる。

•新しい考え方を理解することができる
力。
•自分の理解を言語化できる力。
•解を導くために着目すべき点を適切に
判断できる力。
•理解したことを使い、値を求める力。
【知識、技能、思考力、判断力、表現力、
主体性、多様性、協働性】

【対話的な学び】自らの理解につい
て、他者と対話することで確認す
る。

•確認テスト
•課題レポー
ト

＊福島先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全19 時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダウ
ンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

林
　
本
時
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

す
。
私
は
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
演
習
問
題
を
解
け
る

よ
う
に
な
っ
た
か
を
確
認
し
、
次
時
の
冒
頭
で
も
そ
の

定
着
度
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
福
島
先
生
は
授
業
で
質

問
さ
れ
た
「
な
ぜ
、
三
角
形
の
面
積
を
求
め
た
ら
辺
の

長
さ
が
分
か
る
の
か
」
と
い
っ
た
、
本
質
的
な
問
い
を

生
徒
全
体
に
投
げ
か
け
て
い
ま
し
た
。
思
考
力
を
育
む

た
め
に
非
常
に
重
要
な
問
い
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

福
島
　
林
先
生
は
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
、
大
学
入

試
を
見
据
え
て
、
今
の
時
点
で
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き

知
識
・
技
能
の
定
着
を
推
し
量
る
こ
と
を
重
視
し
て
、

生
徒
に
声
を
か
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
大
学

入
試
に
対
応
す
る
指
導
経
験
が
ま
だ
浅
い
の
で
、
林
先

生
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

林
　
福
島
先
生
と
は
、「
教
師
は
教
え
る
存
在
」
と
い
う

固
定
観
念
を
覆
し
た
い
と
よ
く
話
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

私
は
以
前
、
野
球
部
の
顧
問
を
務
め
て
い
た
時
に
、
教

師
が
指
示
し
て
チ
ー
ム
を
動
か
す
よ
り
も
、
練
習
で
も

試
合
で
も
生
徒
に
考
え
さ
せ
た
方
が
生
徒
は
伸
び
る
と

い
う
経
験
を
し
ま
し
た
。
授
業
で
も
同
様
で
、
自
分
に

必
要
な
学
び
を
考
え
さ
せ
、
何
を
す
べ
き
な
の
か
を
選

ば
せ
た
方
が
、
学
力
の
伸
び
は
速
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

福
島
　
そ
れ
は
私
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
林
先
生
と
は

「
学
び
合
い
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
よ
く
話
し
合
っ
て

い
て
、
今
度
、
林
先
生
が
担
当
す
る
２
年
生
と
、
私
が

担
当
す
る
１
年
生
で
数
学
の
合
同
授
業
を
行
い
ま
す
。

多
様
性
が
あ
る
集
団
で
「
学
び
合
い
」
を
行
え
ば
、
生
徒

は
自
分
に
よ
り
合
っ
た
学
び
方
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
意
識
も
、
さ

ら
に
高
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

単元の指導計画

数
学
科
主
任
　

林
　信
宏

同
僚
の
声

 December  202041

0-01-J-22044-001 2020 年度VIEW21高校版 12月号 40頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
11/27
八木

念
校
12/08
松本千 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-22044-001 2020 年度VIEW21高校版 12月号 41頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
11/27
八木

念
校
12/08
松本千 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P38-41_view21koukou-12g.indd   41 2020/12/08   15:32


